
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
百
五
十
二
号

旅
館
業
法
施
行
令

内
閣
は
、
旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十

八
号
）
第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
構
造
設
備
の
基
準
）

第
一
条
　
旅
館
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
営
業
の
施
設
の

構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
一
客
室
の
床
面
積
は
、
七
平
方
メ
ー
ト
ル
（
寝
台

を
置
く
客
室
に
あ
つ
て
は
、
九
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以

上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
宿
泊
し
よ
う
と
す
る
者
と
の
面
接
に
適
す
る
玄
関

帳
場
そ
の
他
当
該
者
の
確
認
を
適
切
に
行
う
た
め
の

設
備
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合

す
る
も
の
を
有
す
る
こ
と
。

三
　
適
当
な
換
気
、
採
光
、
照
明
、
防
湿
及
び
排
水
の

設
備
を
有
す
る
こ
と
。

四
　
当
該
施
設
に
近
接
し
て
公
衆
浴
場
が
あ
る
等
入
浴

に
支
障
を
来
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、

宿
泊
者
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
適
当
な
規

模
の
入
浴
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

五
　
宿
泊
者
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
適
当
な

規
模
の
洗
面
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

六
　
適
当
な
数
の
便
所
を
有
す
る
こ
と
。

七
　
そ
の
設
置
場
所
が
法
第
三
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ

る
施
設
の
敷
地
（
こ
れ
ら
の
用
に
供
す
る
も
の
と
決

定
し
た
土
地
を
含
む
。
）
の
周
囲
お
お
む
ね
百
メ
ー

ト
ル
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
施
設
か
ら

客
室
又
は
客
の
接
待
を
し
て
客
に
遊
興
若
し
く
は
飲

食
を
さ
せ
る
ホ
ー
ル
若
し
く
は
客
に
射
幸
心
を
そ
そ

る
お
そ
れ
が
あ
る
遊
技
を
さ
せ
る
ホ
ー
ル
そ
の
他
の

設
備
の
内
部
を
見
通
す
こ
と
を
遮
る
こ
と
が
で
き
る

設
備
を
有
す
る
こ
と
。

八
　
そ
の
他
都
道
府
県
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は

特
別
区
に
あ
つ
て
は
、
市
又
は
特
別
区
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
条
例
で
定
め
る
構
造
設
備

の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

２
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
簡
易
宿
所
営
業
の

施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
客
室
の
延
床
面
積
は
、
三
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル

（
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
に
当
た
つ
て
宿

泊
者
の
数
を
十
人
未
満
と
す
る
場
合
に
は
、
三
・
三

平
方
メ
ー
ト
ル
に
当
該
宿
泊
者
の
数
を
乗
じ
て
得
た

面
積
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
階
層
式
寝
台
を
有
す
る
場
合
に
は
、
上
段
と
下
段

の
間
隔
は
、
お
お
む
ね
一
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ

と
。

三
　
適
当
な
換
気
、
採
光
、
照
明
、
防
湿
及
び
排
水
の

設
備
を
有
す
る
こ
と
。

四
　
当
該
施
設
に
近
接
し
て
公
衆
浴
場
が
あ
る
等
入
浴

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除

き
、
宿
泊
者
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
規
模

の
入
浴
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

五
　
宿
泊
者
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
適
当
な

規
模
の
洗
面
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

六
　
適
当
な
数
の
便
所
を
有
す
る
こ
と
。

七
　
そ
の
他
都
道
府
県
が
条
例
で
定
め
る
構
造
設
備
の

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

３
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
下
宿
営
業
の
施
設

の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
適
当
な
換
気
、
採
光
、
照
明
、
防
湿
及
び
排
水
の

設
備
を
有
す
る
こ
と
。

二
　
当
該
施
設
に
近
接
し
て
公
衆
浴
場
が
あ
る
等
入
浴

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除

き
、
宿
泊
者
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
規
模

の
入
浴
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

三
　
宿
泊
者
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
適
当
な

規
模
の
洗
面
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

四
　
適
当
な
数
の
便
所
を
有
す
る
こ
と
。

五
　
そ
の
他
都
道
府
県
が
条
例
で
定
め
る
構
造
設
備
の

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（
構
造
設
備
の
基
準
の
特
例
）

第
二
条
　
旅
館
・
ホ
テ
ル
営
業
又
は
簡
易
宿
所
営
業
の
施

設
の
う
ち
、
季
節
的
に
利
用
さ
れ
る
も
の
、
交
通
が
著

し
く
不
便
な
地
域
に
あ
る
も
の
そ
の
他
特
別
の
事
情
が

あ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
定
め
る
基

準
に
関
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
必
要
な
特
例
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
利
用
基
準
）

第
三
条
　
営
業
者
は
、
旅
館
業
の
施
設
を
利
用
さ
せ
る
に

つ
い
て
は
、
次
の
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
善
良
の
風
俗
が
害
さ
れ
る
よ
う
な
文
書
、
図
画
そ

の
他
の
物
件
を
旅
館
業
の
施
設
に
掲
示
し
、
又
は
備

え
付
け
な
い
こ
と
。

二
　
善
良
の
風
俗
が
害
さ
れ
る
よ
う
な
広
告
物
を
掲
示

し
な
い
こ
と
。

（
法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
者
）

第
四
条
　
法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め

る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
　
特
定
感
染
症
の
症
状
を
呈
し
て
い
る
者

二
　
特
定
感
染
症
に
か
か
つ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る

正
当
な
理
由
の
あ
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除

く
。
）

（
法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
の
協
力
）

第
五
条
　
法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
の
政
令
で
定

め
る
協
力
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
旅
館
業
の
施
設
に
お
い
て
み
だ
り
に
客
室
そ
の
他

の
営
業
者
の
指
定
す
る
場
所
か
ら
出
な
い
こ
と
。

二
　
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
の
確
認
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
。

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
感
染
症
の
予
防

及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
感
染
症
法
」

と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
そ
の
他
の
感
染
症
法

の
規
定
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
特
定
感
染
症

の
予
防
若
し
く
は
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
に
必
要
な
も

の
と
し
て
公
表
し
た
内
容
又
は
特
定
感
染
症
に
係
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成

二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
基
本
的
対
処
方
針
に
お
い
て
同
法
第
二
条

第
一
号
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま

ん
延
の
防
止
に
関
す
る
措
置
と
し
て
定
め
ら
れ
た
内

容
（
次
条
第
二
号
に
お
い
て
「
特
定
感
染
症
に
係
る

公
表
又
は
基
本
的
対
処
方
針
の
内
容
」
と
い
う
。
）

に
即
し
て
、
法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
の
協

力
と
し
て
法
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
針

で
定
め
る
も
の

（
法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
協
力
）

第
六
条
　
法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め

る
協
力
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
そ
の
他
法
第
四
条
の
二

第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
の

確
認
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
。

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
感
染
症
に
係

る
公
表
又
は
基
本
的
対
処
方
針
の
内
容
に
即
し
て
、

法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
協
力
と
し
て
法
第

五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
針
で
定
め
る
も
の

（
法
第
四
条
の
二
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
感
染
症
及

び
そ
の
特
定
感
染
症
国
内
発
生
期
間
）

第
七
条
　
法
第
四
条
の
二
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
感
染

症
は
、
結
核
と
し
、
そ
の
特
定
感
染
症
国
内
発
生
期
間

は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
日
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
日
ま

で
の
間
と
す
る
。

一
　
厚
生
労
働
大
臣
が
、
感
染
症
法
第
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
公
表
し
た
結
核
の
発
生
の
状
況
、
動

向
及
び
原
因
に
関
す
る
情
報
並
び
に
結
核
の
予
防
に

必
要
な
情
報
を
踏
ま
え
、
営
業
者
が
宿
泊
し
よ
う
と

す
る
者
に
対
し
て
法
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
協
力
を
求
め
な
け
れ
ば
旅
館
業
の
施
設
に
お

け
る
結
核
の
ま
ん
延
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
、
そ

の
旨
を
告
示
し
た
日

二
　
厚
生
労
働
大
臣
が
、
前
号
に
規
定
す
る
お
そ
れ
が

な
く
な
つ
た
と
認
め
、
そ
の
旨
を
告
示
し
た
日

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
七
月
六
日
政
令
第
二
一

三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
〇

九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
一
月
七
日
政
令
第
三

二
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
一
日
政
令
第

四
〇
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
旅
館
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条
　
第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
同
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
旅
館
業
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
新
旅
館
業
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一

項
第
十
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置
す
る
市

又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間

は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
属
す

る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る

基
準
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が

同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み
な

す
。

２
　
第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を

超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
旅
館
業
法
施
行
令
第

一
条
第
二
項
第
十
号
の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置

す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で

の
間
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の

属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定

め
る
基
準
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別

区
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み

な
す
。

３
　
第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を

超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
旅
館
業
法
施
行
令
第

1



一
条
第
三
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置

す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で

の
間
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の

属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定

め
る
基
準
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別

区
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み

な
す
。

４
　
第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を

超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
旅
館
業
法
施
行
令
第

一
条
第
四
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置

す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で

の
間
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の

属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定

め
る
基
準
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別

区
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み

な
す
。附

　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
二
月
二
四
日
政
令
第

四
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
六
月
二
四
日
政
令
第
二

五
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
一
月
一
三
日
政
令
第

三
八
二
号
）

こ
の
政
令
は
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適

正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
三
日
）
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
三
〇
日
政
令
第
九

八
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
月
三
一
日
政
令
第
二

一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
旅
館
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
）
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
旅
館
業
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
旅
館
業
法
（
以
下
「
旧

旅
館
業
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
許
可
を
受
け
て
旧
旅
館
業
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定

す
る
旅
館
営
業
を
営
ん
で
い
る
者
が
そ
の
営
業
の
用
に

供
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月

十
五
日
ま
で
は
、
引
き
続
き
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
旅
館
業
法
施
行
令
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る

旅
館
営
業
の
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
に
適
合
す
る
限

り
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
旅
館
業
法
施
行

令
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
営
業
の

施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
一
月
一
五
日
政
令
第
三

三
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動

の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
五

年
十
二
月
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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